
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験から得られる「経験値」 

 

 10月を迎え、急激に涼しくなりました。

令和 5年度も 6ヶ月が過ぎ後半です。10

月 2日には入社内定式でスーツ姿の若者の

姿を通勤途中で目にしました。早くも各方

面で来年度に向けて動きだしています。 

 9 月末には都立高入選の要綱が発表され、

各高校の説明会も 10月から活発化してい

ます。本校でも 10月 20日（金曜日）に

第 2回進路説明会を開催します。 

 進路選択に関わる学習に「キャリア教育」

があります。キャリア教育について東京都

教育委員会ホームページより以下に抜粋し

てみました。 

 
一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基

盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリ

ア発達を促す教育です。 

東京都教育委員会では、各学校段階の児童・生徒

に対し、将来、自分にとって最もふさわしい進路を

主体的に選択し、その後の職業生活の中で自己実現

を図っていくことができる自立した人材を育成する

という立場から、キャリア教育を推進しています。 

 

 都内中学校では、社会の一員としての自

覚をもたせること、望ましい社会性や勤労

観・職業観を育てることをめざし、「職場体

験」を実施しています。高校や大学では「イ

ンターンシップ」と呼ばれています。本校

にも大東文化大学から教員志望の大学 3年

生３名が授業の補助

などに来ています。大

学生は自分の授業の

合間を縫って時間を

作り、本校の授業等に

参加し 20～30時間

の経験を積みます。 

 

 本校の職場体験は、9月末に 8年生が地

域の 25の事業所で 3日間実施させていた

だきました。訪問のアポイントを取るため

の電話連絡や、働く方への

質問事項を事前に考えた

り、終了後もお礼状を作成

したり、まとめの新聞作り

なども含め、多くの時間を

割いての学習となってい

ます。 

 

 一方で本校ではボランティア活動も推奨

しています。毎週土曜日に学校周りのゴミ

拾いをしたり、花壇の世話をしたりしてい

るボランティア同好会の様子は学校ホーム

ページでも紹介しています。今年度は、「ま

なびのエリア」の高島第二小学校や高島幼

稚園の運動会ボランティア、高島平つぼみ

保育園での保育ボランティアも実施しまし

た。8年生が職場体験で伺った事業所の中

には幼稚園、保育園、児童館、介護施設な

どもあり、これらの事業所は、働く人の視

点での職場体験だけでなく、ボランティア

としての視点での活動もできる場ではない

かと思います。「ボランティア」の語源「志

願者」として、自分の特性を活かして社会

貢献できることは、人生の「経験値」が高

まる機会となります。 

 いずれにしても、主体的な体験を通して

知らなかったとに気付き、新たな興味や関

心をわかせ、新しい自分を発見できる、そ

んな活動であることに間違いありません。 

 

 9年生は進路決定に向けて、ぜひ主体的

に高等学校等に足を運び視

野を広げてください。知ら

なかった世界が見え、新た

な発見があることと思いま

す。 

「 高  島  な か よ し 通  り 学  び の エ リ ア」 

高島幼稚園・高島第二小学校・高島第二中学校 
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整骨院での職場体験 

授業参加するインターンの大学生 



８年生アントレプレナーシップ教育（起業家教育）始まる                                      
今年度、8年生では総合的な学習の時間の学習として、アントレプレナーシップ教育（起業家教育）を取

り入れています。この単元は、東京都の小中学校向け起業家教育推進事業の支援を受け実施しています。 

 8年生は「学校生活を快適にするグッズを開発しよう」を目標に、仮想の会社の立ち上げから決算までの

工程をシミュレーションしていき、体験をとおして学習していきます。 

 一連のイベントを体験していく中で、自分の得意なことを生かしながらチームで補い合い、目標に向けて

取り組む力や課題を解決していく力などを身に付けていきます。将来仕事を選ぶ際に「起業」も選択肢の一

つとなればと考えています。 

初日の授業は「起業家の話を聞こう」として（株）スガイワールド代表取締

役 須貝 悠 氏の講演を聞き、起業について考えを深めました。 

 「アイデアノートに書いていた『生活を楽しくするもの』の中からクリップ

ファミリーが誕生した」「失敗がないと成功できない」「苦手なことを気にする

より、得意なことを見付けて伸ばす」「自分が死んだ100～200年後を考えて

やる」「目先の利益だけを考えると続かない」「みんなをちゃんと尊敬できない

と失敗すると思う」など、生徒の心に残る話を聞くことができました。 

後半には、「なぜ勉強するのか」についてお話がありました。「勉強とは、経

験と知識」「経験と知識は誰にも奪われない財産」「人の役に立つため」「人は人

の役に立つと幸せになる」「たくさん勉強することでよりたくさんの人を助ける

ことができる」とのメッセージが伝えられました。 

 代表生徒からは、「行動してみることで自分の将来が変われると思いました」

とお礼のことばがありました。 

学習の内容は以下のようになっています。10月21日の土曜授業プランでは3時間続きで第6 ～8時

の授業を公開します。 

時間 学習活動 実施日時（予定） 

１ 起業家の話を聞こう 10月13日（金）5校時 体育館 

２ 「起業」について考えよう 10月16日（月）1校時 

３ 会社をつくろう 10月16日（月）6校時 

４ 市場調査をしよう 10月18日（水）1校時 

５ 商品を企画しよう 10月20日（金）6校時 

6～8 事業計画を作ろう、融資を受けよう、 

仕入れをしよう 

10月21日（土）1～3校時 

体育館にて公開授業 

9～11 商品を製造しよう 

広告活動をしよう 

10月23日（月）1，6校時 

10月26日（木）6校時 

12～13 開店準備をしよう、7年生に商品を販売しよう 10月27日（金）5、6校時 体育館 

14～15 決算をしよう 11月6日（月）5，6校時 

 

7年生防災×アクティブラーニング                            
地域の方とともに行う「防災×アクティブラーニング」を実施しました。自衛隊

東京地方協力本部北地域事務所員による出前授業で、保護者1名を含めた7名の地

域の方が生徒と共に体験されました。毛布や服を使った担架づくりと運搬方法、止

血法と心臓マッサージ、ブルーシートを使った寝袋作成の実習と、土嚢（どのう）

の代わりに水を入れた袋で作る水嚢（すいのう）の作成方法が紹介されました。  

 

9年生修学旅行・８年生職場体験                                     
 9月25日～27日の3日間、9年生は京都・奈良への修学旅行がありました。一方で8年生は地域の

25の事業所で職場体験をさせていただきました。ご協力ありがとうございました。いずれの行事も詳細は

学校ホームページ「学校日記」をご覧ください。 

 

新しいスタッフの紹介                         
時間講師       ７、８年家庭科を担当します 

（10月より3月末まで）    

クリップファミリー 

【高二中だより バックナンバー】 

二次元コードを読み込むと 

こちらから閲覧できます⇒ 

 
 

 

須貝氏講演 


